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上下あるいは左右反転した視野の持続が空間的な刺激一

　反応適合性効果に及ぼす影響…・…・…・…一・・…・…・………・…江草　浩幸・宮内　　哲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銅銀ゆう子・林　美恵子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太城　敬良

現代英国の職業教育ルートをたどる若者の雇用への移行
　一継続教育カレッジの役割と機能に関する計量分析一……・…　　　　　　　佐野　正彦

公立図書館の社会的役割　一生産、流通、保存一・…・……・・・・…杉本　節子・北　　克一

ポーランド音楽と西欧音楽との関係
　一策16回ショパン国際ピアノ・コンクールの場合一…・…・…・一………・・・・…　　黒坂

ロレンス、あるいは老子・荘子を「超えた」親鷲

　一「観音勢至もろともに／慈光世界を照曜し有縁を産して
　　　しばらくも／休息あることなかりけり」を手がかりに　　　　　　　　　　　　・一ヒ崎

大学への受験行動および入学の意思決定に影響する要因の研究…西迫成一郎・山本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金児　曉調

音楽療法における「同期」の有効性について
　一マグニチュード推定法と皮膚温度によるリラクゼーション効果の評価一・・…・…初塚眞喜子

情意的側面に焦点を当てた社会科における批判的思考の育成・・……・・………奥野　浩之

実習指導の効果を高める教育方法の研究（その3）

　　幼稚園・保育所での実習における学生の自己評価と
　　現場評価の比較検討から一……・…・・……．………………・…中西　利恵・大森　雅人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲田　映世・高岡　昌子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口美智子

大学における宗教教育の効果……………一・・……・・・・・・・・・・・・……渡部美穂子・金児　暁嗣

担子菌由来スフインゴ糖脂質の構造解析…・…・……一…一一一小林貴美子・合田　麗奈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水野　浄子・中　　　崇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土江　松美・前田　伸司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤原　永年

青年期男女の体格・体脂肪と運動量・食事量・生活習慣との関連…中村　富子・保井智香子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田　誠二・景山　洋子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胡内　淳・竹山育子

学校教育における食に関する指導の評価について（第2報）一　　　　　　・並河信太郎

幼稚園保護者と小学校保護者の豆摂取に関する特性比較・…一・村井　陽子・巽　　和枝

教員年次研究報告書

平成22年度　特別研究助成報告・研究成果刊行助成報告

見つかった谷崎、志賀の観音像　一r続羅洞先生」

稀書翫味の交遊圏（一）・……・一・

後期西谷啓治の身体論　一大谷大学講義より一…

節談説教者と妙好人…・
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「相愛犬学研究論集」編集内規

　平成24年7月13日相愛大学総合研究センター運営委員会制定

（投稿資格）

第1条　相愛大学研究論集（以下「論集」という。）の投稿資格は次のいずれかの者とする。

（1）相愛大学（以下「本学」という。）の専任教員及び名誉教授。

（2）本学での研究活動にかかわったと、編集委員会が認めた者。

（投稿条件）

第2条　他の学会誌などに掲載されていないものであり、なおかつ投稿中でないものに限る。また、単

　著者及び、筆頭著者の場合は原則として一人一点に限る。

2　投稿は、単著・共著を問わない。

3前項の共著者が学外の者である場合は、共同研究者として、編集委員会の承認を得る必要がある。

（刊行回数・体裁）

第3条　毎年度I回、3月末刊行する。

2　版型はB5にする。
（原稿の採否）

第4条　原稿の採否は、編集委員会が査読し決定す糺
（著作権）

第5条　研究論集の著作権は原則として本学が有する。ただし、個々の論文等の著作権は、それぞれの

　著者が有する。

（論文の電子配信）

第6条　本誌に掲載された論文は本学リポジトリにおける公開を許諾するものとする。

ただし、著作権法上の事情により許諾できない場合は、投稿時にその旨を申し出ること。

（抜刷等）

第7条　抜刷が必要な場合は、あらかじめ申し出があれば実費でこれに応じる。

（投稿基準）

第8条　投稿基準・原稿の体裁・書式他は、別に定める。

2　投稿基準に合わないものは、採用しない。

（内規の改廃）

第9条　この内規の改廃は、総合研究センター運営委員会が行う。

　　　附　則

　この内規は、平成24年7月19日から施行する。

「相愛大学研究論集」投稿基準

平成24年7月13日制定

1．執筆要領

（1）原稿は、原則としてワープロ原稿による投稿とし、コピーを1部添えて、電子データで提出する。

（2）原稿量は20，OOO字以内とする。外国語の場合は30枚（ダブルスペース）以内とする。

（3）完全原稿≒し、校正の際は字句の訂正にとどめ、大幅な加筆、変更は認めない。

（4）原稿には、タイトル及び執筆者名を日本語と英語で付記する。表題が外国語である場合には日本語

　の表題を付記するものとする。

（5）写真は白黒印刷を原則とする。

2．書式

（1）横書き、縦書きは、あらかじめ執筆者が申し出ること。

（2）書式の細部については編集委員会と相談し、最終的には編集委員会の指示に従うものとする。

3．原稿提出先、原稿提出締め切り日

（1）原稿提出先は、教学課相愛大学総合研究センター担当事務職員まで。

（2）原稿提出締め切り日は、その年度の9月末日とする。

　　　附　則

　この基準は、平成24年7月19日から施行する。一


